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斯
界
の
諸
先
輩
方
の
御
厚
遇
に
よ
り
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
と
は
20
年
来
の

ご
縁
を
頂
い
て
お
り
、
学
生
の
頃
よ
り
先
輩
と
共
に
立
正
佼
成
会

様
の
本
部
で
の
会
合
に
出
席
さ
せ
て
頂
い
た
り
、
青
年
部
会
の
皆

様
方
と
の
活
動
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
語
り
合
っ
た
り
し
た

事
は
、
今
で
も
青
春
の
日
の
良
き
思
い
出
と
し
て
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
現
在
の
神
社
に
奉
職
す
る
迄
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
際

連
合
認
可
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
赴
任
さ
せ
て
頂
き
、
国
連
チ
ャ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
を
本
部
と
す
る
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
主
催
の
行
事
を
は
じ
め
と
し
て
、

様
々
な
行
事
や
会
合
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
殊
に
、
強
く

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
世
界
中
か
ら
の
各
宗
派
の
宗
教
者
達
と

共
に
、
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
、
９
・
11
（
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発

テ
ロ
）、東
日
本
大
震
災
な
ど
で
犠
牲
に
な
っ
た
方
々
へ
の
慰
霊
の

気
持
ち
を
籠
め
て
平
和
へ
の
祈
り
を
捧
げ
る
様
々
な
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
イ
ス
セ
レ
モ
ニ
ー
を
奉
仕
さ
せ
て
頂
い
た
事
で
す
。
ご
奉
仕
さ

せ
て
頂
い
た
経
験
を
通
じ
て
、
宗
派
や
民
族
を
超
え
て
集
い
一
丸

と
な
っ
て
普
遍
的
な
平
和
を
追
求
す
る
事
の
大
切
さ
を
心
か
ら
実

感
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
一
員
と
し
て
、
国
家
間
の
国
益
が
ぶ
つ

か
り
合
う
会
議
を
垣
間
見
て
国
際
社
会
の
意
見
集
約
や
利
害
調
整

が
如
何
に
困
難
で
あ
る
か
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
会
議
中
に
報
道

機
関
と
共
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
が
会
場
か
ら
出
る
よ
う
促
さ
れ
る
現
状

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
国
際
会
議
の
場
で
市
民
社
会
の
一
翼
を

担
う
宗
教
者
達
の
声
を
拾
い
上
げ
て
貰
う
事
の
難
し
さ
も
痛
感
い

た
し
ま
し
た
。

　

帰
国
後
は
、
神
明
奉
仕
の
日
常
の
中
で
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
と
関
わ
ら
せ

て
頂
く
機
会
が
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
昨
年
よ
り
「
ス
ト
ッ
プ
！

核
依
存
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
の
メ
ン
バ
ー
を
仰
せ
つ
か
る
事
と
な

り
、
思
い
が
け
ず
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
様
々
な
委
員
会
な
ど
で
ご
一

緒
さ
せ
て
頂
い
た
先
生
方
と
再
び
活
動
さ
せ
て
頂
け
る
幸
運
に
恵

ま
れ
、
改
め
て
「
一
期
一
会
」
の
貴
重
な
出
会
い
の
大
切
さ
を
噛

み
締
め
て
お
り
ま
す
。

　

此
度
改
め
て
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
と
関
わ
ら
せ
て
頂
く
事
に
な
り
国
連
Ｎ

Ｇ
Ｏ
に
在
籍
し
て
い
た
頃
と
比
較
す
る
と
、
国
際
情
勢
は
当
時
と

は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
程
に
混
沌
を
極
め
、
一
個
人
と
し
て
も

凄
惨
な
戦
争
の
中
で
戦
禍
に
生
き
る
一
般
の
人
々
を
テ
レ
ビ
越
し

に
目
の
当
た
り
に
し
て
、
何
も
で
き
な
い
も
ど
か
し
い
想
い
で
お

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
此
度
再
度
頂
き
ま
し
た
こ
の
得
難
い
ご
縁

を
切
欠
と
し
て
、
今
後
は
「
ス
ト
ッ
プ
！
核
依
存
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
」
の
皆
様
と
共
に
平
和
な
国
際
社
会
を
築
き
上
げ
て
い
く
為
、

微
力
な
が
ら
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「WCRPとの得難いご縁」

WCRP日本 委員会
活 動 委 員
寒 川 神 社 権 禰 宜

中西正史
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第
43
回
理
事
会

　

第
43
回
理
事
会
が
３
月
14
日
、
賀
茂
別
雷
神
社

（
京
都
市
）で
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
た
。

理
事
会
に
は
23
人
の
理
事
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を

含
む
）
が
出
席
し
た
。

　

会
場
で
参
加
し
た
一
行
は
、
賀
茂
別
雷
神
社
本

殿
を
正
式
参
拝
し
、
戸
松
義
晴
理
事
長
（
浄
土
宗

総
合
研
究
所
副
所
長
）
が
代
表
し
て
玉
串
を
奉
納

し
た
。

　

理
事
会
で
は
初
め
に
、賀
茂
別
雷
神
社
の
宮
司
・

田
中
安
比
呂
理
事
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

審
議
事
項
と
し
て
「
日
本
委
員
会
人
事
」「
ト
ル

コ
・
シ
リ
ア
地
震
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
に
対
す
る
支
援
」「
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト

宗
教
者
に
よ
る
祈
り
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
つ

い
て
」「
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ
（
核
兵
器
廃

絶
国
際
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
）
後
援

依
頼
」「
第
26
回

評
議
員
会
開
催

に
つ
い
て
」
を

議
論
し
、
す
べ

て
可
決
さ
れ
た
。

　

ト
ル
コ
・
シ

リ
ア
地
震
へ
の

対
応
で
は
、
災

害
対
応
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
が
支

援
の
担
当
を
す

る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。今
後
は
、

昨
年
９
月
に
行

わ
れ
た
第
１
回

東
京
平
和
円
卓

会
議
に
参
加
し

た
シ
リ
ア
の
宗
教
者
や
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
委
員
会
関

係
者
、
ま
た
日
本
委
員
会
が
受
け
入
れ
て
き
た
シ

リ
ア
難
民
留
学
生
た
ち
と
の
情
報
交
換
を
通
じ

て
、
支
援
先
を
決
定
し
て
い
く
。

　
「
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
宗
教
者
に
よ
る
祈
り
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
に
核

兵
器
廃
絶
に
向
け
た
提
言
文
を
発
表
し
、
核
保
有

国
も
含
ま
れ
る
Ｇ
７
参
加
国
に
対
し
て
核
廃
絶
を

訴
え
て
い
く
。
ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い

て
は
、
日
本
委
員
会
は
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者

と
し
て
登
録
を
行
わ
な
い
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

　

日
本
委
員
会
人
事
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）。

青
年
部
会
幹
事
（
青
年
幹
事
会
で
推
薦
、
理
事
会

で
選
任
）

　

退
任
：�

マ
リ
ア
ア
ン
ト
ニ
ェ
ッ
タ
・
カ
ス
ッ
リ

（
フ
ォ
コ
ラ
ー
レ
運
動
）

青
年
部
会
発
足
50
周
年
記
念
行
事
の
ご
案
内

　

青
年
部
会
は
本
年
、
発
足
50
周
年
を
迎
え
、
５

月
に
記
念
行
事
を
開
催
す
る
。
１
９
７
３
年
の
発

足
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
先
師
・
先
達
の
思

い
と
、
時
代
の
変
容
に
順
応
し
な
が
ら
〝
い
ま
〟

を
受
け
継
い
で
き
た
青
年
が
、
平
和
を
希
求
す
る

と
い
う
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
不
変
の
精
神
を
一
層
強
く
保

ち
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
さ
ら
に
挑
戦
し
て
い

く
決
意
の
場
と
す
る
。

〇
日
時
：
５
月
13
日　

12
時
～
17
時
30
分

〇
祈
り
の
集
い
：
蓮
華
王
院
三
十
三
間
堂

　

12
時
～
13
時

〇
記
念
式
典
：
立
正
佼
成
会
京
都
教
会

　

14
時
30
分
～
15
時
30
分
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

〇
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
立
正
佼
成
会
京
都
教
会

　

15
時
45
分
～
17
時
30
分
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
に
懇
親
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

※�

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
及
び
参
加
方
法
は
、
Ｗ
Ｃ

Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で

理事会の様子

正式参拝で玉串を捧げる戸松理事長（写真中央）
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平
和
大
学
講
座

�

『
戦
争
を
超
え
、
和
解
へ
』

　
『
戦
争
を
超
え
、和
解
へ
―
―
諸
宗
教
は
訴
え
行

動
す
る
』
を
テ
ー
マ
に
、
平
和
大
学
講
座
が
３
月

14
日
、
京
都
市
の
賀
茂
別
雷
神
社
（
上
賀
茂
神
社
）

で
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
開
催
さ
れ
た
。
約
１

０
０
人
が
参
加
・
視
聴
し
た
。

　

平
和
研
究
所
の
竹
村
牧
男
所
長
（
東
洋
大
学
名

誉
教
授
）の
開
会
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
塩
尻
和
子
・

筑
波
大
学
名
誉
教
授
が
『
人
類
が
生
き
残
る
た
め

に
「
敵
を
愛
す
る
こ
と
」
は
可
能
か
？
』
と
題
し

て
基
調
発
題
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、竹
村
所
長
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
も
と
、

神
谷
昌
道
・
ア
ジ
ア
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
）
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
松
井
ケ
テ
ィ
・
清

泉
女
子
大
学
教
授
、
田
辺
寿
一
郎
・
早
稲
田
大
学

留
学
セ
ン
タ
ー
講
師
が
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
た
。

　

最
後
に
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
の
三
鍋
裕
監

事
（
日
本
聖
公
会
主
教
）
が
閉
会
あ
い
さ
つ
を
述

べ
た
。

　

な
お
、
総
合
司
会
を
平
和
研
究
所
の
安
勝
熙
研

究
員
が
務
め
た
。

▼
基
調
発
題
（
要
旨
）

塩
尻
和
子
・
筑
波
大
学
名
誉
教
授

　

世
界
の
ど
の
宗
教
も
長
い
歴
史
の
中
で
、
一
切

暴
力
と
か
か
わ
ら
な
い
で
き
た
も
の
は
な
い
。
し

か
し
宗
教
は
本
来
、
人
び
と
に
平
和
を
説
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
欲
望
の
束

縛
か
ら
解
放
す
る
方

法
を
教
え
、
与
え
ら

れ
た
命
を
穏
や
か
に

生
き
る
よ
う
諭
す
も

の
で
は
な
か
っ
た
の

か
。
仏
教
の
「
無
」

や「
空
」の
教
え
も
、

キ
リ
ス
ト
教
の
「
汝

の
敵
を
愛
せ
よ
」
と

い
う「
隣
人
愛
」も
、

イ
ス
ラ
ー
ム
や
ユ
ダ
ヤ
教
の
「
戒
律
」
も
、
苦
し

い
現
実
を
生
き
る
人
び
と
に
与
え
ら
れ
る
「
魂
の

救
済
装
置
」
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

宗
教
的
な
視
点
か
ら
考
え
る
と
、
暴
力
や
殺
り

く
は
神
の
意
思
で
は
な
い
と
い
う
冷
静
な
判
断
を

す
る
人
び
と
は
、ど
の
時
代
に
も
い
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ら
の
「
現
実
的
な
生
活
者
」
が
多
数
派
で
あ

り
、
豊
か
な
知
識
と
宗
教
的
信
念
を
も
っ
て
、
巨

大
な
権
力
に
非
暴
力
の
抵
抗
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
な
ら
、
過
激
な
「
聖
戦
思
想
」
も
巨
大
な
国
家

権
力
に
よ
る
「
国
家
テ
ロ
」
を
も
排
除
す
る
力
に

な
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
こ
で
私
た
ち
は
、
宗
教
が
も
つ
役
割
を
も
う

一
度
、
思
い
出
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

「
魂
の
救
済
装
置
」と
し
て
出
発
し
た
宗
教
は
、
ど

の
宗
教
も
非
暴
力
を
説
い
て
い
る
。「
あ
な
た
の
敵

を
愛
し
な
さ
い
」
と
い
う
イ
エ
ス
の
言
葉
は
、
現

実
に
は
実
行
不
可
能
な
理
想
で
あ
る
が
、「
人
に
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
う
こ
と
は
何
で
も
、
あ
な
た

が
た
も
人
に
し
な
さ
い
（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音

書
）」と
い
う
教
え
な
ら
、
誰
で
も
実
行
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。「
敵
を
愛
す
る
」
で
は
な
く
、
こ
ち

ら
の
ほ
う
を「
黄
金
律
」と
し
て
尊
重
し
た
の
も
、

人
間
に
と
っ
て
実
行
可
能
な
自
然
な
教
え
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

政
治
権
力
に
、
教
会
権
力
あ
る
い
は
宗
教
的
権

威
が
結
託
す
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
い
ま
や
宗
教
本
来
の

精
神
や
理
想
を
、
政
治
や
社
会
に
応
用
す
る
と
い

う
、
新
し
い
発
想
の
宗
教
観
を
考
え
る
と
き
に
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、
モ
ー
セ
の
「
十
戒
」
に
従
っ
て
紛

争
に
よ
る
殺
り
く
を
回
避
し
、
イ
エ
ス
の
「
隣
人

愛
」
の
精
神
に
従
っ
て
国
際
政
治
や
地
球
環
境
を

考
え
、あ
る
い
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の「
タ
ク
ワ
ー（
神

を
畏
敬
し
教
え
に
従
う
）」の
精
神
に
立
ち
返
っ
て

謙
虚
に
平
和
構
築
を
進
め
、
将
来
の
人
類
の
平
和

的
な
生
存
を
考
え
る
な
ら
、
宗
教
の
理
想
が
永
続

的
な
地
球
環
境
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

今
日
の
宗
教
的
暴
力
は
、
単
に
宗
教
的
要
因
だ

け
で
起
き
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
背
景
に

は
、
相
互
の
無
理
解
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
も

憂
慮
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　

宗
教
と
平
和
を
考
え
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

は
、
宗
教
間
・
文
明
間
対
話
を
実
行
し
続
け
る
こ

と
で
あ
る
。国
際
政
治
や
環
境
問
題
に
お
い
て
も
、

多
宗
教
間
で
互
い
に
理
解
し
合
い
、
協
働
す
る
こ

と
が
、い
ま
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
な
い
。

塩尻氏
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持
続
可
能
な
平
和
な
世
界
と
、
自
然
環
境
を
地

球
上
の
子
孫
た
ち
に
残
す
た
め
に
、
国
際
政
治
や

環
境
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
、
歴
史
を
生
き
延

び
て
き
た
宗
教
が
背
負
う
役
割
と
責
任
は
、
今
日

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
科
学
万
能
の
時

代
に
暮
ら
す
私
た
ち
も
、
人
智
を
超
え
た
神
・
仏

の
教
え
に
、
謙
虚
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
大
切
に

な
っ
て
く
る
。

▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
要
旨
）

神
谷
昌
道
・
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

平
和
を
作
り
出
す
宗
教
者
に
課
せ
ら
れ
た
三
つ

の
根
本
役
割
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　

国
際
司
法
裁
判
所
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ウ
ィ

ラ
マ
ン
ト
リ
ー
判
事
は
「
形
成
段
階
の
過
程
に
あ

る
す
べ
て
の
法
制
度
は
、
宗
教
的
原
理
か
ら
多
く

を
享
受
し
て
い
る
。そ
れ
は
宗
教
の
教
義
や
儀
礼
、

あ
る
い
は
高
尚
な
宗
教
神
学
を
意
味
す
る
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
宗
教
の
教
え
の
本
質
に
含
ま
れ
る

道
徳
の
基
本
原
理
の

こ
と
で
あ
る
」
と
語

っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、「
宗
教
は
法

に
よ
る
国
際
的
秩
序

の
守
護
者
た
る
こ

と
」
と
い
う
役
割
が

あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

１
９
６
４
年
に

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
た
マ
ー
テ
ィ

ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
牧
師
は
、
そ
の
授
賞
式

で
「
人
類
が
今
日
生
き
残
る
た
め
に
は
、
私
た
ち

の
『
道
徳
的
・
精
神
的
』
立
ち
遅
れ
を
除
去
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
科
学
万
能

の
時
代
に
暮
ら
す
人
間
の
内
面
的
側
面
に
お
け
る

倫
理
性
・
道
徳
性
・
精
神
性
を
豊
か
に
す
る
こ
と

が
宗
教
者
の
大
き
な
使
命
に
な
っ
て
こ
よ
う
。

　

基
調
発
題
の
中
で
塩
尻
先
生
は
、「
い
ま
や
宗
教

本
来
の
精
神
や
理
想
を
、
政
治
や
社
会
に
応
用
す

る
新
し
い
発
想
の
宗
教
観
を
考
え
る
と
き
に
き
て

い
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
導
き
出

さ
れ
る
宗
教
者
の
役
割
は
、
現
実
（
政
治
）
を
理

想
へ
と
い
ざ
な
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

松
井
ケ
テ
ィ
・
清
泉
女
子
大
学
教
授

　

私
た
ち
は
「
暴
力
を
使
わ
ず
に
対
話
で
対
立
を

収
め
る
」
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
建
設

的
に
解
決
で
き
る
ス
キ
ル
と
対
話
術
が
必
要
だ
。

そ
こ
で
平
和
教
育
が
重
要
な
役
割
を
持
つ
。

　

戦
争
が
な
い
世
界

を
築
く
に
は
、
平
和

教
育
は
不
可
欠
だ
。

「
戦
争
は
人
間
の
心

の
中
で
始
ま
る
」
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に

平
和
も
私
た
ち
の
心

の
中
で
始
ま
る
。
つ

ま
り
平
和
教
育
は
、

平
和
な
文
化
を
築
く

た
め
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　

平
和
教
育
の
学
習
に
は
、
対
話
と
修
復
的
正
義

の
理
論
と
実
践
が
重
要
だ
。
そ
の
キ
ー
と
な
る
要

素
の
一
つ
に
「
参
加
型
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

プ
ロ
セ
ス
に
含
ま
れ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
、
被

害
者
、
加
害
者
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
関
係
者

が
集
ま
り
問
題
に
携
わ
る
。
そ
の
と
き
に
は
、
情

報
の
交
換
、
相
互
の
合
意
形
成
が
推
奨
さ
れ
、
ど

の
プ
ロ
セ
ス
も
対
話
が
中
心
に
な
る
。
長
い
時
間

が
必
要
だ
が
、
対
話
に
よ
っ
て
こ
そ
道
が
開
け
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

田
辺
寿
一
郎
・
早
稲
田
大
学
留
学
セ
ン
タ
ー
講
師

　

平
和
学
の
第
一
人
者
ヨ
ハ
ン
・
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ

は
、
暴
力
を
直
接
的
暴
力
、
構
造
的
暴
力
、
文
化

的
暴
力
の
三
つ
に
分
類
し
た
。

　

直
接
的
暴
力
は
、
特
定
の
人
間
に
よ
る
他
者
へ

の
物
理
的
傷
害
行
為
や
苦
痛
を
与
え
る
行
為
。
構

造
的
暴
力
は
、
社
会
活
動
の
不
均
衡
性
、
政
治
・

経
済
・
社
会
活
動
の

不
正
義
。
文
化
的
暴

力
と
は
、
差
別
な
ど

の
文
化
的
要
素
。

　

宗
教
は
、
こ
の
三

つ
の
暴
力
の
原
動
力

に
も
な
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
三
つ
の
暴
力

を
克
服
す
る
の
が
宗

教
の
役
割
で
は
な
い

か
。

神谷氏

松井氏

田辺氏
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ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

ト
ル
コ
南
部
で
２
月
６
日
に
発
生
し
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
８
の
地
震
に
よ
っ
て
、
ト
ル
コ
・

シ
リ
ア
両
国
は
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
。

　

２
カ
月
を
経
過
し
た
時
点
で
、
ト
ル
コ
で
は
約

５
万
人
、
シ
リ
ア
で
は
約
６
千
人
の
犠
牲
者
が
確

認
さ
れ
、
い
ま
な
お
２
５
０
万
人
が
テ
ン
ト
で
の

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
報
道
さ
れ

て
い
る
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
は
、
緊
急
支
援
募
金
の

呼
び
か
け
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
支
援
と

し
て
、
シ
リ
ア
国
内
で
支
援
活
動
を
行
う
二
つ
の

市
民
団
体
、W

hite H
elm
ets

（
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ル

メ
ッ
ト
）とM

olham
 V
olunteer T

eam

（
モ
ル

ハ
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
）
に
支
援
金
の
緊
急

拠
出
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
団
体
は
、
震
災
前
よ
り
シ
リ
ア
北
西

部
に
お
い
て
内
戦
被
災
者
の
救
助
や
治
療
、
紛
争

孤
児
へ
の
教
育
支
援
な
ど
の
人
道
支
援
を
行
っ
て

き
て
い
る
。

　

シ
リ
ア
国
内
で
活
動
す
る
団
体
へ
拠
出
を
行
っ

た
理
由
は
、
２
０
１
１
年
か
ら
続
く
内
戦
に
よ
っ

て
国
内
の
イ
ン
フ
ラ
が
著
し
く
不
足
し
て
い
る

中
、
と
く
に
地
震
で
被
害
に
遭
っ
た
北
西
部
地
域

は
、
シ
リ
ア
の
反
政
府
組
織
が
支
配
す
る
地
域
で

あ
り
、
当
初
よ
り
生
活
基
盤
が
脆
弱
な
状
況
に
置

か
れ
て
い
た
。

　

シ
リ
ア
の
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
今
回
の
地

震
被
災
地
で
は
、
シ
リ
ア
政
府
や
国
連
な
ど
の
国

際
機
関
の
支
援
が
ト
ル
コ
に
比
べ
、
滞
っ
て
い
る

状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委

員
会
は
、
シ
リ
ア
に
お
け
る
救
援
活
動
に
重
き
を

置
き
、
そ
の
方
策
を
探
っ
た
。

　

同
日
本
委
員
会
は
、
２
０
１
７
年
よ
り
５
年
間

に
わ
た
り
、
シ
リ
ア
難
民
を
「
日
本
語
を
学
ぶ
留

学
生
」
と
し
て
受
け
入
れ
て
き
た
。
ま
ず
、
こ
の

シ
リ
ア
難
民
留
学
生
と
連
携
し
、
意
見
交
換
を
行

い
な
が
ら
支
援
先
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

次
に
、
日
本
委
員
会
の
ム
ス
リ
ム
関
係
者
と
も

協
議
を
行
い
、支
援
先
を
具
体
化
し
た
。
そ
れ
が
、

シ
リ
ア
北
西
部
に
お
い
て
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

る
先
の
二
つ
の
市
民
団
体
で
あ
り
、
各
約
１
０
０

万
円
を
緊
急
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

こ
れ
ら
の
支
援
は
緊
急
的
な
支
援
で
あ
り
、
今
後

の
本
格
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

地
震
発
生
直
後
か
ら
始
め
た
緊
急
支
援
募
金
に

対
し
、
３
月
末
現
在
３
千
８
６
１
万
６
千
９
５
２

円
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

今
後
、
日
本
委
員
会
は
、
こ
の
地
震
の
被
災
者

救
援
な
ら
び
に
復
興
に
向
け
た
支
援
活
動
を
、
災

害
対
応
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
責
任
者
・
黒
住
宗
道

理
事
）
の
も
と
実
施
し
て
い
く
。

　

現
在
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
Ｗ
Ｃ

Ｒ
Ｐ
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
支
援
で
あ

る
。
昨
年
９
月
、
日
本
委
員
会
は
、
同
国
際
委
員

会
と
と
も
に
第
１
回
東
京
平
和
円
卓
会
議
を
開
催

し
、
こ
の
会
議
に
ト
ル
コ
、
シ
リ
ア
に
関
係
す
る

宗
教
指
導
者
が
出
席
し
た
。
こ
れ
ら
の
関
係
者
を

通
し
て
、
宗
教
者
な
ら
で
は
の
被
災
者
の
精
神
的

な
ケ
ア
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建
と
い
っ
た

中
長
期
的
な
事
業
を
実
施
す
る
。

　

併
せ
て
、
日
本
委
員
会
と
長
年
に
わ
た
っ
て
共

に
人
道
支
援
を
行
っ
て
い
る
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
も

連
携
を
強
化
し
、
救
援
活
動
を
実
施
す
る
。

　

日
本
委
員
会
の
支
援
方
針
は
、
①
失
わ
れ
た
い

の
ち
へ
の
追
悼
と
鎮
魂
②
今
を
生
き
る
い
の
ち
と

の
連
帯
③
こ
れ
か
ら
の
い
の
ち
へ
の
責
任
─
─
で

あ
る
。

　

こ
の
方
針
に
基
い
た
諸
宗
教
の
連
合
体
と
の
特

徴
を
活
か
し
た
支
援
を
行
う
予
定
。
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Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
主
催

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
『
宗
教
者
に
よ
る

祈
り
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』

　

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
５
月
19
日
か
ら
21
日
ま

で
、広
島
市
内
で
開
催
さ
れ
る
。
同
サ
ミ
ッ
ト
は
、

核
兵
器
廃
絶
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
に
つ
い
て

も
討
議
さ
れ
る
予
定
。

　

サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会

は
、
次
の
概
要
の
宗
教
者
会
合
を
開
催
し
、
宗
教

者
の
祈
り
に
も
と
づ
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
。

◇
開
催
日
程
： 

５
月
10
日
㈬

第
１
部　

13
：
00
～
13
：
50
「
平
和
に
向
け
て

の
諸
宗
教
に
よ
る
祈
り
」

第
２
部　

13
：
50
～
17
：
00
「
Ｇ
７
広
島
サ
ミ

ッ
ト
に
向
け
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

◇�

会
場
：
カ
ト
リ
ッ
ク
幟
町
教
会　

世
界
平
和
記

念
聖
堂
（
広
島
市
中
区
幟
町
４

－

42
）
／
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信

　

※
同
時
通
訳
：
日
本
語
、
英
語

　

第
１
部
で
は
、
浄
土
真
宗
門
徒
・
森
重
明
氏
の

被
爆
証
言
、
諸
宗
教
者
に
よ
る
平
和
に
向
け
た
祈

り
を
行
う
。

　

第
２
部
で
は
、
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た
提
言
文
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
を
行
う
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
・
戸
松
義
晴
理
事
長
や

立
教
大
学
・
西
原
廉
太
総
長
、
中
國
新
聞
社
・
宮

﨑
智
三
特
別
論
説
委
員
ら
が
発
言
す
る
予
定
。

※�

参
加
申
し
込
み
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で

モ
ル
ド
バ
に
お
け
る
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
／
Ｒ
ｆ
Ｐ

国
際
委
員
会
と
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
と
の

合
同
訪
問
団

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
／
Ｒ
ｆ
Ｐ
国
際
委
員
会
は
１
月
30
、

31
の
両
日
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
と
共
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
隣
国
の
モ
ル
ド

バ
を
訪
問
し
、
現
地
か
ら
諸
宗
教
指
導
者
に
よ
る

難
民
支
援
の
必
要
性
を
世
界
中
の
宗
教
者
に
呼
び

か
け
た
。

　

訪
問
団
に
は
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ 

／
Ｒ
ｆ
Ｐ
国
際
委
員

会
共
同
議
長
の
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ア
ダ
マ
キ
ス
府

主
教
（
ト
ル
コ
・
カ
ル
ケ
ド
ン
長
老
府
主
教
）、
同

じ
く
共
同
議
長
の
庭
野
光
祥
立
正
佼
成
会
次
代
会

長
、
ア
ッ
ザ
・
カ
ラ
ム
同
国
際
事
務
総
長
を
は
じ

め
、
20
人
を
超
え
る
諸
宗
教
者
が
参
加
し
た
。

　

訪
問
団
の
目
的
は
、
モ
ル
ド
バ
政
府
が
困
難
な

状
況
下
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
の
受
け
入
れ
に
尽
力

し
て
い
る
状
況
を
公
開
し
、
難
民
と
モ
ル
ド
バ
国

民
へ
の
連
携
を
示
し
て
、
モ
ル
ド
バ
政
府
や
Ｕ
Ｎ

Ｈ
Ｃ
Ｒ
が
実
施
し
て
い
る
難
民
支
援
に
対
す
る
協

力
を
世
界
に
伝
え
る
こ
と
に
あ
る
。

　

２
日
間
の
行
程
で
訪
問
団
は
、
難
民
支
援
に
あ

た
っ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
や
ユ
ダ
ヤ
教
の
施
設
を

訪
問
す
る
と
と
も
に
、
首
都
キ
シ
ナ
ウ
で
現
地
の

宗
教
者
や
支
援
者
、
難
民
と
の
対
話
な
ど
を
行
っ

た
。
ま
た
、
現
地
に
お
い
て
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
／
Ｒ
ｆ
Ｐ

国
際
委
員
会
か
ら
モ
ル
ド
バ
駐
在
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
に

対
す
る
支
援
金
贈
呈
も
行
わ
れ
た
。
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ア
ジ
ア
太
平
洋
女
性
信
仰
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催

�

オ
ン
ラ
イ
ン
平
和
構
築
セ
ミ
ナ
ー

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
女
性
信
仰
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ａ
Ｐ
Ｗ
ｏ
Ｆ
Ｎ
）は
３
月
９
日
、
平
和
構
築
と
和

解
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。『
ア

ジ
ア
で
の
平
和
構
築
と
和
解
に
女
性
の
参
画
を
促

す
』
を
テ
ー
マ
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
か
ら

60
人
が
参
加
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
、
仏
教
、
イ

ス
ラ
ー
ム
、
キ
リ
ス
ト
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
代

表
者
が
祈
り
を
捧
げ
、
篠
原
祥
哲
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
事
務

総
長
が
歓
迎
あ
い
さ
つ
、
エ
ル
ガ
・
サ
ラ
プ
ン
Ａ

Ｐ
Ｗ
ｏ
Ｆ
Ｎ
議
長
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
が
開
会
あ

い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　

最
初
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
ス
フ

ァ
ト
メ
ッ
ト
・
ユ

ニ
ャ
シ
ッ
ト
Ａ
Ｐ

Ｗ
ｏ
Ｆ
Ｎ
副
議
長

が
モ
デ
レ
ー
タ
ー

を
務
め
、
ア
リ
フ

ァ
・
ラ
マ
ワ
テ
ィ

博
士
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
女
性
平
和
登
記

所
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

代
表
）、松
井
ケ
テ

ィ
教
授
（
清
泉
女

W
C
R
P
4
月
20
日
号
令
和
五
年
四
月
二
十
日
発
行
（
毎
月
一
回
二
十
日
発
行
）

第
五
二
二
号
発
行
人
・
戸
松
義
晴

発
行
所
・
公
益
財
団
法
人 

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会

〒
一
六
六–

八
五
三
一　

東
京
都
杉
並
区
和
田
二–

七–

一
（
普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
〇
三
︶
三
三
八
四–

二
三
三
七　

HP

：ww
w
.w
crp.or.jp　

E-m
ail

：rfpj-info@
w
crp.or.jp

（　
　
　
　
　

   

）

頒
価
一
〇
〇
円
一
年
分
一
、〇
〇
〇
円  （
送
共
）

賛
助
会
員
の
購
読
料
に
つ
い
て
は
、

会
費
に
含
ま
れ
て
い
る
。　

 　
　
　

　

５
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
に
移
行

す
る
の
に
伴
い
、
自
粛
ム
ー
ド
が
緩
和
さ
れ
対
面
で

の
出
会
い
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

《
４
月
》

10
日　

�

ス
ト
ッ
プ
！
核
依
存
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
１

回
会
合
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

12
日　

�

青
年
部
会
第
１
回
幹
事
会
（
京
都
・
立
正
佼

成
会
京
都
教
会
）

13
日　

�

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
「
い
の
ち
の
森

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
森
の
整
備
（
埼
玉
・
所
沢
）

�

＊
18
日
も
同

　
　
　

�

女
性
部
会
第
１
回
委
員
会
・
宗
教
別
学
習
会

（
兵
庫
・
円
応
教
）�

＊
14
日
ま
で

16
日　

�

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
「
タ
ケ
ノ
コ
掘

り
de
森
づ
く
り
」（
埼
玉
・
所
沢
）

《
５
月
》

10
日　

�

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
「
宗
教
者
に
よ
る
祈
り

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
広
島
）

13
日　

青
年
部
会
発
足
50
周
年
記
念
行
事
（
京
都
）

�

掲
載
内
容
の
無
断
転
載
を
禁
ず
。

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
活
動

今
月
の
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
新
熟
語

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
事
務
局
が
日
常
の
中
で
感
じ
た
こ
と
を

漢
字
２
文
字
で
表
し
、
新
し
い
熟
語
を
作
り
ま
す
。

会
行
（
あ
い
に
ゆ
く
）

* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* -*-*-

* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --*

-*-*- 子
大
学
）、
ル
ア
ン
ガ
オ
・
チ
ャ
ン
チ
ェ
イ
氏
（
国

連
女
性
機
関
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
事
務
所
）
が
発
題
を

行
っ
た
。

　

ラ
マ
ワ
テ
ィ
博
士
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
活
動

す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
を
基
盤
と
し
た
女
性
団
体
に
よ

る
女
性
や
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や

教
育
の
提
供
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
か
ら

の
保
護
の
取
り
組
み
を
説
明
。
松
井
教
授
は
、
東

北
ア
ジ
ア
で
の
平
和
教
育
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て

述
べ
た
。

　

続
く
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
東
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ

ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
太
平
洋
地
域
に
分
か
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
紛
争
や
平
和
構
築
の

課
題
が
共
有
さ
れ
た
。
地
域
ご
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
受
け
て
Ａ
Ｐ
Ｗ
ｏ
Ｆ
Ｎ
の
今
後
の
計
画
が
議
論

さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
河
田
尚
子
Ａ
Ｐ
Ｗ
ｏ
Ｆ
Ｎ
事
務
局
長

（
ア
ル
・
ア
マ
ー
ナ
代
表
）
が
閉
会
あ
い
さ
つ
を
述

べ
た
。

セミナーの様子


